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はじめに 

 

私たち一人ひとりの普段の社会経済活動は、地球温暖化など地球の環境に大

きな影響を及ぼすこととなります。地球温暖化が進むと、気温が上昇するだけ

でなく、生態系への影響、災害の激化、新型コロナウイルス感染症の増加など、

人間の生活にさまざまな影響が伴います。 

高島市では１２月から年明けにかけて近年まれにみる大雪に襲われ、交通面

などで大きな影響が出ました。 

国内では令和３年２月に福島県で最大震度６強、１０月には東京都、埼玉県

で震度５強、そして令和４年３月には宮城県で震度６強の地震が観測されまし

た。近年ではこういった大きな地震が多く発生し、地震に対する意識を改めて

見直す年となりました。その他の災害では、７月に静岡県熱海市で梅雨の豪雨

が続き大規模な地滑りが発生し死者２６名を出す大災害となりました。 

また、世界では「脱炭素」を目指す中で石炭火力の削減など様々な観点から

取り組みが行われています。 

国内外で環境に対する意識が高まってきている中、私たち一人ひとりが改め

て環境問題に関心を持ち、長期的な視野で、ボランティア、NPＯ団体、行政な

どが連携して環境活動・環境保全に取り組む必要があります。 

また、私たちは地球を形作る生態系の一部であるという自覚を持って、４Ｒ

（リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル）の推進等、自然と社会が

調和した環境づくりに取り組むことが重要です。 

本書では、本市の令和２年度における環境の現状と「第２次高島市環境基本

計画」に示された施策の実施状況を取りまとめてました。 

皆さんの地域における環境問題に理解や関心を深めていただくことや、今後

の環境保全への取り組みに少しでもお役に立てていただければ幸いです。 

 

 

  令和４年３月 

 

 

                       高 島 市 
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【住民登録に基づき算出】 

【住民登録に基づき算出】 

  
（１）位置と地勢 

本市は、滋賀県の北西部に位置し、市域の東部は琵琶湖、

南西部には比良山地を境に大津市・京都府と、北西部には野

坂山地を境に福井県に接しています。本市の行政地域は６９

３ｋ㎡（琵琶湖を含めた面積うち陸地５０１ｋ㎡）と県下で

最も広い面積です。 
 

（２）人口の変化 

令和２年における本市の人口は４７，７４４人で平成２２

年との比較では約１１．４％の減となり、近年、減少傾向が

続いています。 

年齢別人口の構成比において、平成２２年と令和２年との比較でみると、６４歳未

満の年齢層が減少し、６５歳以上の年齢層が増加していることから、平均寿命の伸び、

出生率の低下、若年人口の流出等を背景に少子高齢化が急速に進展しています。 

 
 

１．高島市の地勢 
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（３）土地利用 

本市の陸地面積は、滋賀県でも長浜市に次いで２番目の面積を有し、人口密度は県内

の市の中で最も低い地域です。 

近年の土地利用形態は、森林や農用地が減り、宅地が増える傾向が続いていますが、

集落内には空き家が目立ち始める地区があり、昭和の宅地開発ブームに造成された別荘

地や宅地分譲地の中には、まだまだ多くの未利用地があるのが現状です。また、農家の

減少等により耕作放棄地も目立ち始めています。 

 

単位：ha

田 畑 宅地 池沼 山林 牧場 原野 雑種地 その他

4,786 552 1,286 31 10,745 1 1,067 547 19,017

注１）田、畑、宅地、池沼、山林、牧場、原野および雑種地は評価総面積

注２）その他は非課税地積
【資料　高島市統計書】

高島市土地利用種別面積（令和２年度）

高島市土地利用種別面積の割合

12.6%
1.5%

3.4% 0.1%

28.3%

0.0%
2.8%

1.4%

50.0%

田

畑

宅地

池沼

山林

牧場

原野

雑種地

その他
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２．高島市の環境行政の枠組み 
 

●高島市環境基本条例 

高島市環境基本条例（平成１７年制定）は、環境の保全と創造についての基本理念、

市・市民・事業者（企業）の責務、施策の基本事項を定めており、本市の環境行政の

基本となるものです。この条例には、環境基本計画の策定や市民・事業者と協働で環

境保全活動に取り組む仕組みなどを規定しています。 

  また、平成２１年度には社会情勢を反映させた見直しを行いました。 

 

●高島市環境基本計画 

高島市環境基本計画は、人と自然が共生する良好で豊かな自然環境を将来の子ども

たちに引き継ぐこと、地域の歴史、風土、文化などを生かし育むこと、人類共有の課

題である地球環境の保全に向けて、環境への負荷を軽減する循環型社会を築き上げる

ことを目的とし、市の施策をはじめすべての事業活動は、環境を優先して行うととも

に、市民の意見を最大限に活かし参画と対話を通して行うものとしています。 

高島市新市建設計画における、将来目標像『水と緑 人のいきかう 高島市』に基

づき、人と環境の良好な関係に重点を置き、本市の将来像について、長期的、総合的

な施策の指針を環境面での総合計画として位置づけています。 

   平成２９年３月には、高島市環境基本計画の計画期間満了に伴い、地域のみなら

ず地球環境保全活動に対する大きな力となるよう第２次高島市環境基本計画を策定

しました。同計画には、マイクロプラスチックや外来水生植物による生態系への影

響など、近年顕在化している環境問題に対しても、具体的施策を定めています。 

 

 ●環境基本条例体系図 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連条例 

・高島市未来へ誇れる環境保全条例 
・高島市景観の形成および景観計画に

関する条例 

環境関連計画 

・高島市環境マネジメントシステム計画 ・高島市地域新エネルギービジョン 

・高島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画 ・高島市地域省エネルギービジョン 

・高島市生活排水処理基本計画      

                                  他 

高島市総合計画 

高島市環境基本条例 

高島市環境基本計画 

２．高島市の環境行政の枠組み 
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高島市は、琵琶湖をはじめ里山などの豊かな自然に恵まれています。近年は、外来魚

や外来植物の増加や水草の異常繁茂など生態系に大きな変化が起きています。また、

様々な開発や人々の生活様式の変化による環境や生態系への影響が懸念されています。

このことから、自然環境について保全・再生を図り、豊かな自然を未来に引き継いでい

くための対策が求められています。 

 

●自然保護と農林漁業の連携 

○環境保全型農林漁業の活性化 
森林、里山、川、農地、琵琶湖の自然と農林漁業は密接に関連しあっているこ

とから、農薬や化学肥料の使用量を通常の半分以下に抑えた環境こだわり農業な

どの環境保全型の農林漁業を活性化し、自然環境の保全を図りました。 
 

●森林、里山の保全 

○里山保全の推進 
里山保全団体の育成や自然観察会、里、山、林を知るための講座開催、森林体

験を通して森林、里山の保全に取り組みました。 
○間伐材等の活用 

間伐を進め、森林の多面的機能を向上させるとともに、間伐材等の有効活用に

取り組みました。 
○奥山の自然植生の保全 

琵琶湖の水源域であり、野生鳥獣の生息場所でもある奥山に残された自然植生

を損なわないよう維持しました。 
 

●動植物の保全 

○鳥獣被害の防止 
鳥獣被害防止のために集落、農地周辺の森林整備、有害鳥獣の個体数の調整に

取り組みました。 
○野生生物の生態系の保護 

動植物の生息調査、希少種の指定で生態系の保護に取り組みました。 
○外来水生植物の除去 

    平成２６年１２月にオオバナミズキン

バイが確認されるなど、特定外来生物が

琵琶湖岸に侵入し増殖しています。これ

らは生態系へ影響を与えることが懸念さ

れるため、早急に除去していく必要があ

り、平成２８年度から除去作業を進めて

います。 
 
 
 
 

３．豊かな自然環境の保全 

【外来水生植物駆除作業】 
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○河川水質の監視 
    定期的に市内の河川の水質検査を行い、河川等の水質の監視に取り組みました。 

○河川流量の安定化 
    森林や農地を保全することにより、水源かん養機能を高め、渇水や洪水防止な

ど河川流量の安定化に取り組みました。 
○排水対策の推進 

水を汚さない、汚れた水を流さない取り組みを推進しました。 
○水質悪化の防止 

主要河川での水質監視を行うとともに、ヨシ群落等の水質浄化機能のある在来

の植物の保全を通して、水質悪化の防止に取り組みました。 
○河川・琵琶湖の美化 

清掃活動等の推進により河川、琵琶湖の   
美化に努めました。 

○魚、水生生物等の保護 
河川、水路および琵琶湖等に生息する魚、 

水生生物などの保護に取り組みました。 
○地下水の保全 

重要な役割を果たしている地下水の汚染 
防止、水量の確保に取り組みました。 
 

４．健全な水環境の保全 

【ヨシ刈り清掃イベント】 
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○地球温暖化防止の推進 

令和元年５月にグランドオープンした本庁舎新館の増築整備にあたっては、太

陽光パネルの設置、地下水や卓越風、自然採光など地域特性を活用した環境技術

を導入することにより、光熱費の削減、エネルギー自給率の向上に努め、地球温

暖化の防止、環境負荷の低減を図っています。 
○省エネルギー活動の推進 

    地球温暖化防止や資源の有効利用の観点から、家庭、学校、オフィス、工場な

どでの省エネルギー推進体制を構築し、普及啓発、活動支援などの取組みを推

進しました。 
○再生可能エネルギー普及の推進 

     太陽光発電や小水力発電への積極的な取組み、地球温暖化防止や地域のエネル

ギー自給率の向上を目的に、太陽光パネル発電システム設置補助金制度等によ

り、普及啓発に取り組みました。 
○エコドライブの推進（アイドリングストップ等） 

     地球温暖化防止を目的に、自家用車、業務用車両などのエコドライブを推進し 
ました。 

○環境マネジメントシステムの積極的導入 
    事務所等での環境マネジメントシステム構築を推進するため、普及啓発、学習

会の開催、支援施策の実施などの取組みを進めました。 
 
 
 
（１）目指す環境像 

高島市は、森林や田園地域、琵琶湖などの多様で豊かな自然の恵みを受けて歴史を

積み重ね、発展してきました。 

この発展と引き替えに環境に対する負荷は増え続け、今では身近な環境から地球規

模にまで広がりを見せており、解決するためには社会そのものを見直す必要に迫られ

ています。 

私たちは、自然と人々の暮らしの調和により育まれてきたこの環境を大切にしなが

ら、持続可能な資源循環型のまちづくりのしくみを確立していく必要があります。 

このことから、環境面からみた高島市のあるべき姿として、第２次高島市環境基本

計画で定めた環境像の実現を引き続き目指します。 

 

 

 

 
 

 

５．快適な生活環境の保全 

６．環境に配慮した取り組み 

水と緑と人を大切に、自然と共生するまち 

～未来へ誇れる高島市の環境づくり～ 
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（2）ごみの排出量 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ごみ排出量 平成 21 年度比削減量 

平成 21 年度 19,595.65ｔ ― 

平成 22 年度 19,431.16ｔ △164.49ｔ 

平成 23 年度 17,717.33ｔ △1878.32ｔ 

平成 24 年度 17,599.94ｔ △1995.71ｔ 

平成 25 年度 18,706.47ｔ △889.18ｔ 

平成 26 年度 16,949.75ｔ △2645.90ｔ 

平成 27 年度 16,842.45ｔ △2753.20ｔ 

平成 28 年度 15,758.65ｔ △3837.00ｔ 

平成 29 年度 15,938.09ｔ △3657.56ｔ 

平成 30 年度 15,940.92ｔ △3654.73ｔ 

令和元年度 15,937.43ｔ △3658.22ｔ 

令和２年度 15,798.02t △3797.63ｔ 

高島市のごみ処理量は、平成２１年度で約２万トン、令和２年度のごみ処理量は、

約１万６千トン。平成２１年度と比較して、ごみ処理量は約４千トン削減されまし

た。 
これからも、紙ごみだけでなく生ごみなどの燃やせるごみ全般の削減に取り組ん

でいきます。 

高島市ごみ減量キャラクター 

「スリムヤン」 

LINE スタンプも販売中！ 

 

 

●市役所庁内の推進体制 

 ■高島環境マネジメントシステム（ＴＥＳ）の取組み 

環境政策課にＴＥＳ推進事務局を設置し、環境基本計画の推進、連絡・調整、環境

マネジメントシステムの運用などを毎年行っていました。 
しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で外部との連絡が困難にな

り、令和２年度は外部監査を書面で行いました。 

■グリーン購入の取組み 

商品などを購入する際、必要性を十分考慮し、価格や品質だけでなく環境のことを

十分考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを優先的に購入する「グリーン購入」

に積極的に取り組みました。 
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【環境学習・環境学習出前講座】学校 

【環境学習・環境学習出前講座】区・自治会 【「生ごみひと絞り活動」街頭啓発】大型店舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境にやさしい農業の振興（農業政策課・農村整備課） 

水源かん養など多様な環境保全機能を持つ農地を守り育てる農業を推進しました。 
また、環境や食の安全に配慮した環境保全型農業や無農薬・無化学肥料栽培などを推 

進しました。 
農業排水の浄化、汚濁水、富栄養化の原因となる排水を流さないなど、環境や食の安

全に配慮した農業を推進し、消費者の確保に努めました。 

●環境学習の推進（環境政策課） 

次世代を担う子どもたちが、生命の尊さ

を理解し、自然に対する感性や環境を大切

に思うよう、体験や遊びなどを通して自ら

考え行動する環境学習を行いました。 
学校だけでなく、職場および地域での学

習会の開催など多様な主体が協働して、身

近な生活行動と環境との関わりや自然環

境について具体的な行動につながる環境

学習を推進しました。 
また、市内の大型店舗で「生ごみひと絞り

運動」についてのチラシ配りを実施して市民

一人一人にごみ減量の意識を持て頂く活動

を行いました。 

●農業施設を活用した小水力発電の推進（農村整備課） 

高島市の豊かな自然環境との共生と農業・農村が持つ多面的機能を有効活用しながら、

エネルギー自給、防災、低炭素社会づくりなどの総合的な視点からも水力を活用した再生

可能エネルギーの導入を推進することは、農村振興や地域の活性化につながります。 
このことから、農業施設を活用した小水力発電事業を推進しました。 




